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文
化
企
画
へ
の
お
誘
い

『
ブ
ラ
タ
モ
リ
』
出
演
の
案
内
人
が

大
阪
の
歴
史
に
誘
う

顎
関
節
症
の
病
態
、
診
断
そ
し
て
運
動
療
法

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

日
時　

11
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
午
後
８
時

会
場　

 

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
エ
ア
ポ
ー
ト
イ
ン
プ
リ
ン
ス
２
階　

（
泉
佐
野
市
若
宮
町
６
―
３
／
南
海
本
線
「
泉
佐
野
」

駅
徒
歩
２
分
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
員　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

50
人

診
療
報
酬
改
定
前
に
学
ぶ
歯
周
病
の
継
続
管
理
〜
協

会
に
よ
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
に
回
答
し
ま
す

泉
州
地
区
社
保
講
習
会

日
時　

11
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

集
合　

午
前
９
時
45
分　

御
堂
筋
線
淀
屋
橋
駅
①
出
口

講
師　

船
越
幹
央
氏
（
大
阪
大
学
総
合
学
術
博
物
館
副
館
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

20
人

申
込
み　

お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
締
切
次
第
、
要
綱
を
お
送
り
し
ま
す
。

大
阪
の
秘
め
ら
れ
た
歴
史
に
触
れ
る
〜
中
之
島
・
堂

島
・
曽
根
崎
界
隈
を
歩
く
〜

大
阪
市
南
部
地
区
文
化
企
画

日
時　

12
月
２
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

会
場　

八
尾
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル　

研
修
室
４
階

講
師　

大
谷
学
氏
（
東
大
阪
市
開
業
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

30
人

「
デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
義
歯
」そ
の
考
え
方
と
臨
床

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区
講
習
会

日
時　

12
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場　

 

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
、
保
険
医
会
館
（
同
一
敷
地
内
複
数

会
場
）

講
師　

 

大
西
祐
一
氏
（
淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病
院
歯
科
口
腔
外

科
部
長
）

　
　
　

 

高
橋
一
也
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
講
座

教
授
）

会
費　

５
千
円

定
員　

１
３
０
人

※
遅
刻
・
早
退
さ
れ
る
と
修
了
証
は
発
行
で
き
ま
せ
ん

歯
初
診
・
外
来
環
・
歯
援
診
・
か
強
診
の
施
設
基
準

研
修
会

施
設
基
準
研
修
会

日
時　

12
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

松
本
憲
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
招
聘
教

員
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人

『
補
講
』
顎
関
節
症
の
病
態
、
診
断
そ
し
て
運
動
療
法

12
月
度
生
涯
研
修

無料相談

法
律　

12
月
４
日
（
月
）
14
時
〜
16
時

税
務　

12
月
20
日
（
水
）
14
時
〜
17
時

雇
用　

12
月
21
日
（
木
）
14
時
〜
16
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

12
月
生
涯
研
修
講
座　

抄
録

『
補
講
』

松
本　

憲

間
〞
と
言
っ
て
も
よ
い
」

と
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
は
、

ロ
シ
ア
領
土
が
脅
か
さ
れ
た

場
合
の
対
応
に
つ
い
て
プ
ー

チ
ン
大
統
領
が
核
兵
器
の
使

用
に
言
及
。「
ロ
シ
ア
が
世

界
に
存
在
し
な
い
と
し
た

ら
、

な
ぜ
世
界
が
必
要

か
？
」
と
威
嚇
し
、
破
壊
し

尽
く
す
こ
と
ま
で
示
唆
し
て

い
る
。

　

危
機
に
際
し
、
一
度
考
え

て
み
て
ほ
し
い
。
核
戦
争
の

不
正
義
・
不
条
理
を
。

　

私
自
身
が
参
加
す
る
「
核

戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の

会
」
は
、Don't 

Bank 
On 

the Bomb

（
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
、
核

兵
器
に
お
金
を
貸
す
な
）
の

　

世
界
は
最
大
の
危
機
を
迎

え
て
い
る
。
核
戦
争
で
あ

る
。
唐
突
す
ぎ
て
「
現
実
味

の
な
い
話
」
と
捉
え
る
人
が

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
で
あ
る
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
が
緊
迫

化
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ム
組

織
の
ハ
マ
ス
や
イ
ラ
ン
の
同

盟
組
織
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
追

い
詰
め
た
場
合
、
核
ミ
サ
イ

ル
で
反
撃
す
る
―
―
。
そ
ん

な
懸
念
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
表
明
し
た
の
が
同

国
の
歴
史
学
者
の
ユ
ヴ
ァ
ル

・
ノ
ア
・
ハ
ラ
リ
だ
。
曰

く
、
「
核
戦
争
ま
で
〝
24
時

運
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

金
融
機
関
や
機
関
投
資
家
に

対
し
、
核
兵
器
の
製
造
に
関

連
す
る
企
業
へ
の
投
融
資
を

止
め
さ
せ
る
世
界
的
な
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
だ
。

　

企
業
の
社
会
的
責
任
を
問

い
た
だ
す
取
り
組
み
に
、
各

国
・
各
企
業
か
ら
賛
同
が
相

次
い
で
い
る
。
日
本
で
も
り

そ
な
銀
行
や
日
本
生
命
が
核

兵
器
製
造
企
業
へ
の
資
金
提

供
の
禁
止
を
投
資
方
針
に
盛

り
込
む
な
ど
、
大
き
な
動
き

に
な
っ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
やYouTube

を
閲
覧
・

視
聴
す
る
だ
け
で
も
良
い
。

ぜ
ひ
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
の
取
り
組
み

　

拙
宅
か
ら
徒
歩
10
分
ほ

ど
の
と
こ
ろ
に
、
天
下
茶

屋
跡
が
あ
り
ま
す
。
天
下

茶
屋
の
由
来
は
、
茶
店
に

豊
臣
秀
吉
が
住
吉
神
社
参

拝
の
途
中
で
立
寄
り
、
随

行
し
て
い
た
千
利
休
が
清

泉
を
汲
ん
で
茶
を
た
て
、

殿
下
茶
屋
、
天
下
茶
屋
の

名
が
つ
い
た
と
の
こ
と
で

す
（
参
考
・
大
阪
市
立
図

書
館
・

お
お
さ
か
資
料

室
）。
身
近
な
史
跡
や
地

理
、
街
の
こ
と
を
学
ぶ
の

は
意
外
な
発
見
が
あ
り
楽

し
い
と
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
６
月
10
日

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
の
「
ブ
ラ

タ
モ
リ
」
で
は
、
大
阪
・

梅
田
駅
周
辺
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
番
組
で
タ
モ
リ

さ
ん
を
案
内
し
た
船
越
幹

央
氏
を
ガ
イ
ド
に
、
今
で

は
繁
華
街
と
し
て
に
ぎ
わ

う
一
帯
に
秘
め
ら
れ
た
歴

史
を
知
る
ツ
ア
ー
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
行
程
】
淀
屋
橋
駅
―
適

塾
―
難
波
橋
―
中
之
島
公

園
―
曽
根
崎
川
跡
―
堂
島

―
北
新
地
―
大
阪
駅
前
ビ

ル
―
露
天
神
社
―
寺
町
―

梅
田
駅

※ 
開
催
間
近
で
す
。
下
記

行
事
案
内
を
参
照
の

上
、
詳
細
等
に
つ
い
て

は
南
部
地
区
担
当
宛
て

に
お
電
話
下
さ
い
。

に
関
心
を
寄
せ
、
参
加
し
て

ほ
し
い
。
一
人
ひ
と
り
の
行

動
が
危
機
を
乗
り
越
え
る
大

き
な
力
に
な
る
。

害
や
関
節
雑
音
な
ど
の
症
状

を
主
と
し
て
い
る
。
国
内
患

者
数
は
１
９
０
０
万
人
と
も

言
わ
れ
、
一
般
歯
科
医
が
遭

遇
す
る
疾
患
と
し
て
う
蝕
と

歯
周
病
に
次
ぐ
も
の
で
あ
ろ

う
。

　

そ
の
病
態
の
解
明
は
Ｍ
Ｒ

Ｉ
等
画
像
検
査
の
普
及
に
よ

り
進
み
、
ス
プ
リ
ン
ト
療
法

で
の
円
板
整
位
は
ほ
ぼ
不
可

能
で
あ
り
、
治
療
目
的
は
患

者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
改
善
で
あ
る
と

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
治
療
法
も
ス
プ
リ
ン
ト

　

日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国

だ
が
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

に
は
10
年
の
差
が
あ
る
。
健

康
で
い
る
た
め
に
は
、
食
べ

る
こ
と
、
会
話
す
る
こ
と
を

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

残
存
歯
数
が
認
知
症
や
フ
レ

イ
ル
と
関
連
す
る
と
最
近
報

告
さ
れ
て
い
る
が
、
歯
数
は

咀
嚼
や
会
話
等
の
機
能
を
表

現
し
て
い
る
も
の
と
考
え

る
。

　

こ
の
機
能
を
障
碍
す
る
原

因
の
代
表
に
顎
関
節
症
が
あ

り
、
顎
運
動
時
痛
、
開
口
障

治
療
や
外
科
手
術
か
ら
パ
ン

ピ
ン
グ
・
関
節
洗
浄
と
選
択

肢
が
広
が
り
、
さ
ら
に
は
運

動
療
法
の
効
果
が
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
顎
関
節

症
と
い
う
慢
性
疾
患
の
治
療

に
は
患
者
の
理
解
と
治
療
へ

の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
患
者
に
病
態

と
治
療
目
的
を
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
、
さ
ら
に
治
療
が
奏
功
し

な
い
場
合
に
は
患
者
に
別
の

治
療
手
段
を
提
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

Ｒ
神
戸
線
）
徒
歩
５
分

【
面
積
】
１
階
約
70
坪
、
２

階
約
20
坪
（
建
物
内
、
階
段

あ
り
）

【
設
備
等
】
ス
ケ
ル
ト
ン
、

現
在
コ
ン
ビ
ニ
に
賃
貸
中

（
令
和
６
年
３
月
末
退
去
予

定
）

【
金
額
】
応
相
談

【
そ
の
他
】
大
通
り
に
面
し

た
交
差
点
角
地
、
視
認
性
抜

群
、
医
院
向
け

【
連
絡
先
】
協
会
・
新
聞
部

（
℡
０
６
‐
６
５
６
８
‐
７

７
３
１
）
ま
で◇

　

協
会
は
紹
介
の
み
で
、
掲

載
内
容
の
確
認
や
条
件
な
ど

の
交
渉
は
当
事
者
間
で
お
願

い
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
す

る
方
は
新
聞
部
（
℡　

06
‐

６
５
６
８
‐
７
７
３
１
）
ま

で
。

歯
科
医
院
貸
与

【
住
所
】
大
阪
市
生
野
区
巽

北
１
丁
目

【
最
寄
駅
】
地
下
鉄
千
日
前

線
「
北
巽
駅
」

【
面
積
】
約
90
㎡
（
27
坪
）

【
設
備
等
】
家
賃
26
万
円
、

駐
車
場
２
台
、
チ
ェ
ア
３

台
、
Ｃ
Ｔ
、
デ
ン
タ
ル
、
Ｐ

Ｒ
Ｏ
（
レ
ー
ザ
ー
）
、
ダ
イ

キ
ン
空
調

【
金
額
】
応
相
談

【
連
絡
先
】
担
当
・
達
城
℡

０
７
２
‐
９
９
２
‐
０
９
３

８賃
貸
物
件

【
住
所
】
神
戸
市
長
田
区
腕

塚
町
４
丁
目

【
最
寄
駅
】
新
長
田
駅
（
Ｊ

　

演
者
は
外
科
手
術
を
含
め

種
々
の
療
法
を
行
っ
て
き
た

結
果
、
運
動
療
法
が
治
療
の

第
一
選
択
と
認
識
す
る
に
至

っ
た
。

　

今
回
大
学
で
教
え
き
れ
な

か
っ
た
内
容
を
「
補
講
」
と

し
て
病
態
の
説
明
や
診
断
方

法
に
加
え
、
簡
単
で
ま
ず
行

っ
て
頂
き
た
い
運
動
療
法

を
、
動
画
を
用
い
て
お
話
し

す
る
。

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

今、そこにある危機
中村新太郎

（保団連非核平和部員）

ＤＢＯＢ
ホームページ

小
澤 

力
（
大
阪
市
西
成
区
）
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